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通事故多発非常事態宣言

続

発

す

る

交

泌

壌

放

を

総

く

す

た

め

交

総

務

故

多

発

非
食
事
慾
加
熱
設
問

Mr
出
山
さ
れ
ま
し
た
。

千
幾
燃
は
ん
γ
伊
?
に
な
っ
て
か
ら
の
交
通
挙
後
死
者
数

が
前
年
に
比
べ
十
三
人
議
の
ニ
ル
い
五
人
と
な
り
、
金
問
出

伯
、
三
時
敵
同
同
と
い
う
惑
い
状
緩
や
、
す
包
(
十
月
十
日
決
裁
〉

お
内
だ
け
を
見
て
も
、
都
品
品
脅
鈷
械
が
六
人
〈
仲
昨
年
は
一

人

)

と

な

り

、

務

総

件

数

、

負

傷

者

数

も

昨

年

を

火

器

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
十
一
月
六
円
口
に
非
常
事
削
除
'V
尋
問
の
た
め
の
市

民
決
制
的
除
般
会
が
関
・
か
わ
い
ま
し
た
。

市
災
が
〈
益
二
百
一
閃
し
た
あ
と
、
淡
泊
機
吋
か
ん
泊
中
事
故
を
な
く

そ
う
い
、
訓
吠
爾
「
交
通
安
全
ん
が
行
、
わ
れ
、
交
通
ル
ー

ん
を
?
っ
た
正
し
い
遂
絞
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
交
通
李
総
会
心
地
き
な
い
た
め
に
は
、
加
淡
↑
松
本
科
・
狭
山
げ

者
の
双
方
い
か
十
八
万
な
後
意
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
そ
ん
。

一
人
一
人
が
内
絞
殺
し
、
安
全
な
衡
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
9

て
ゆ
っ
?
?
く
、
守
中
絞
ろ
?
運
動
の
推
汲

二
、
欽
制
制
緩
い
紋
鳴
海
絞
逐
品
開
の
殺
滋

一
…
…
、
後
ふ
ゅ
ん
を
的
障
か
め
よ
う
哲
雄
鮎
到
の
般
滋

問
問
、
二
齢
制
+
阜
の
事
故
殺
生
淡
品
拠
出
川
被
滋
を
重
点

g

樹
怖
い
い
会
市
邸
内
と
と
も
に
交
滋
後
会
総
市
に
示
さ
れ
た

人
命
尊
援
の
詰
問
抽
押
に
古
川
糊
押
し
、
時
総
カ
を
位
相
集
し
て
交

幾
多
放
の
拍
抑
止
に
山
以
当
た
る
こ
と
を
警
い
、
こ
こ
に

交
通
事
役
多
気
浮
常
務
仙
加
を
宣
言
い
た
し
ま
す
。

同
階
級
五
十
問
問
年
十
一
月
七
日

災
時
時
子
市
長
神
間
滋
臨
時
ぶ

こ
れ
く
ち
い
と
思
う
油
断
を

V2r詩的
人
隠
量
点
検
と
火
災

大
が
狙
う

J
，
毒
薬
パ
レ
ー
ド

V
即
時
ハ
い
や
仙
紙
・
事
議
所
な
ど
内
消
防
計
画
に

秋

の

火

災

予

訪

運

動

弘

議

づ

く

撃

と

芝

草

ニ
的
議
紛
は
、
火
災
多
発
州
刑
を
別
問
、
え
り
約
機
遂
に
つ
と
め
ま
し
ょ
1

a

o

つ
つ
ヒ
滋
ご
市
内
小
・
中
学
校
児
減

る
に
当
た
り
、
泌
氏
一
人
一
人
的
防
火
〈
鴨
相
場
部
数
大
〉
生
存
慨
に
よ
る
時
間
大
ポ
ス
タ
ー
作
泌
総

設
識
の
向
上
と
、
火
災
発
生
防
止
火
災
口
大
規
模
地
索
令
ど
の
大
き
合
災
復
時
期
(
危
険
物
安
全
協
会
事
仲
間
先
的
納
金
栄
綴
~

に
よ
る
人
命
芸
絞
め
ま
長

1
生
に
備
え
え
裂
を
行
い
ま
し
ょ

J

危
険
物
取
扱
翁
試
験

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

G

消
防
用
設
矯
合
総
点
検
し
詳
し
ょ
、
っ

火李事は

2ちよ
5勺
2と1し》た

判
結
拾
為
急
、
¥
、
ふ
犬
〈
火
に
な
る
事
む
あ
り
ま
す
6

京
全
な
叫
吋
品
閉
で
附
W
刷
惜
し
取
は
判
い
ま
し
ょ

O
試
品
輸
削
γ
側
関
・
乙
鵠
に
両
極

み
ん
な
が
織
対
に
火
事
を
出
さ
な
い
と
う
。

o
n
H
時
級
制
刊
以
十
近
年
一
一
月
一
一
日

い
う
心
が
ま
え
を
九
時
つ
こ
と
が
、
何
ー
よ
り
縫
合
間
出
漁
ど
ル
入
活
者
は
、
共
M
防

〈

u
u
)

や
線
小
持
か
ら

り
大
切
で
す
。
災
い
い
換
が
且
い
災
径
を
一
果
た
し
ま
し
ょ
っ
。

o
綴
幾
品
開
救
出
期
間
同
と
場
所
士
一
丹
波

特
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
切
〈
火
災
予
防
選
滋
線
開
問
中
の
一
村
勝
〉
日
(
臼
)
か
ら
ト
ニ
ロ
月
六
U
Q

一
本
〉
求

。
幼
ほ
・
お
年
寄
り
身
体
的
不
肉
山
間
口
十
一
月
二
十
六
日
‘
予
約
七
時
に
消
で
ね
消
防
本
部
ニ
開
問
(
毎
夜
午
約
九
時

な
方
は
、
出
入
口
に
汲
い
…
織
に
兆
ね
幼
者
・
再
出
払
所
・
各
八
万
淡
な
ど
で
サ
か
ら
午
後
四
時
ま
で
)

す
る
よ
っ
に
し
ま
し
主
主
イ
レ
ン
・
半
織
の
吹
鳴
と
灯
時
期
(
筑
皆

O

串
甜
閉
じ
品
製
な
骨
骨
綴
※
受
験
綴
妻

。
筏
タ
バ
コ
は
危
険
で
寸
か
ち
ゃ
め
刀
口
宅
街
啓
一
(
治
時
間
本
部
二
行
削
減
所
で
記
事
〉

bm

乏
し
ょ
7

6

0

我
孫
子
出
防
火
協
会
h

危
険
物
安
全
竿
爽
4

後
(
脅
崎
市
し
た
時
、
二
位
必
要
)

0

・六気仙
mmm終
日
刊
を
km
険
し
、
持
出
捕
に
油
開
会
に
よ
る
火
災
予
防
総
行
宣
伝
説
し
く
は
淡
紛
本
館
予
訪
係
ま
で
e

。
掛
川
内
附
務
副
刊
に
よ
る
共
同
住
宅
立
入
楠
位
。
…
一
九

天
王
λ

管
区

の

芸
墨
画
完
了

1¥ 
í~~ 
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特脳会計
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争
政
は

H

河

川

川

に

比

へ

品

討

に

以

川

い

死

守

潮

時

μ
汽

来

月

初

旬

二

、

災

ん

と

ι、
山
思
い
や
り
の
あ
る
た
の

や

い

山

中

に

な

っ

て

い

ま

す

e

を

と

4
た
い
の
て
す
ゲ
i
:
し
も
し
い
課
長
X
U
ノ
ん
で
L
r
ね
一
と
一
一
ろ
で

夜

山

間

的

外

出

辻

、

安

全

を

号

え

て

‘

さ

い

。

「

ど

う

か

し

た

め

か

ネ

L

二

向

扶

後

仲

間

除

め

巾

れ

で

す

が

、

つ

逆

転

が

め

円

げ

に

つ

き

ゃ

す

い

、

明

る

い

「

柑

慨

は

、

お

盗

町

た

内

に

女

泌

を

実

気

を

つ

け

て

は

し

に

一

と

が

あ

り

ま

す

役

的

武

州

械

を

谷

川

し

求

し

§

?

と

脚

本

へ

妹

ら

せ

占

っ

と

緩

い

ま

し

て

i

L

赤

ち

ゃ

ん

の

均

九

日

は

間

関

あ

ワ

ま

せ

ん

向
付
与
和
ゅ
は
、
ラ
イ
ト
と
い
は
針
一
ア
i
ヅ
、
そ
れ
は
、
お
め
で
と
う
。
子
、
対
臼
が
、
あ
な
た
が
秋
山
川
民
家
伐
と
し
て
市
会

が

山

市

消

で

怒

る

よ

う

、

口

口

平

ろ

か

ら

点

は

い

つ

を

め

」

し

た

、

あ

る

い

は

申

弘

し

t
7
と
し
て

検

綴

織

を

一

日

い

ま

し

ょ

う

"

十

二

月

三

し

と

日

な

ん

で

す

い

い

る

人

に

市

川

静

が

あ

通

た

場

九

九

円

、

そ

め

沼
九
九
日
目
訂
作
十
日
崎
直
閣
し
医
科
ヨ
汗
一
パ
パ
十
件
訪
れ

闘
再
わ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
月
盟
問
〈
お
知
ら
せ
v

よ

い

家

桜

島

r
は
、
あ
な
心
と
生
計
を
一
つ
に

に
比
べ
悦
停
が
く
っ
と
侠
〈
な
け
ま
最
近
汀
府
側
附
M
M
え
に
よ
る
背
後
が
め
だ
爪
「
ど
ワ
し
て
で
す
か
」
す
る
純
畿
で
、
止
の
い
ず
れ
か
に
誌
当

寸

内

で

、

ス

ピ

!

ド

・

タ

ウ

ン

的

安

全

っ

て

み

て

い

ま

す

。

ニ

的

ほ

と

ん

ど

が

、

山

争

す

る

人

を

い

い

ま

寸

紛

重
を
し
て
く
ま
い
a

警

な

了

ル

ス

サ

ン

に

よ

る

巧

み

な

…

斡

磁

料

品

①

一

言

が

ま

っ

?

な

か

っ

た

人

e

ま

た

、

議

長

円

安

警

は

、

自

需

に

よ

2購
入

さ

せ

ら

れ

ん

も

二

号

B

K

m

w

思

議

骨

に

よ

る

意

書

、

事

w

n

u

u

y

h

ト

主

れ

な

い

事

在

、

石

町

君

主

で

す

匂

出

、

J

T

R

お

寺

内

議

所

得

ま

た

は

、

悲

惨

は

じ

め

る

た

め

、

語

以

上

長

奪

、

雪

雲

L
て

禁

止

い

芸

誌

内

々

み

封

〕

犠

a

f

勤

労

所

得

」

と

い

い

宇

一

底
的
時
然
様
で
す
。
一
人
一
人
的
注
意
書
官
く
す
け
ら
れ
ま
す
マ
こ
え
・

4
γ
u
一
C
も

一

時

だ

け

守

、

主

主

義

が

十

万

汚

以

が
弘
、
交
地
事
汝
A
Y
幼
き
ま
し
ょ
う
c

は
、
ま
ど
一
会
昨
い
い
知
リ
あ
い
が
い
な
い
叶
ザ
お
も
位
恥
下
的
人
。

村

制

削

同

封

“

…

阜

、

じ

た

く

を

た

明

、

い

ろ

い

ろ

な

俗

芸

交

換

や

と

や

言

与

一

附

憾

だ

け

円

増

設

、

給

与

め

話
計
時

H
H詰
詩
討
引
引
仰
カ
で
怠
に
く
い
た
日
付
で
寸
な
い
て
i
ん
叫
に
守
二
月
三
十
一
日
と
い
え
ば
、
年
聞
は
人
令
総
(
若
年
設
年
金
与
初
控
除
会

問
明
党
、
の
し
て
い
h
u
い
本
一
道
管
は
、
資
ス
?
ン
は
、
そ
的
総
点
を
ね
り
っ
て
き
判
末
期
間
箆
が
済
ん
で
し
等
フ
が
、
来
年
刊
受
け
る
公
的
拝
金
に
つ
い
て
は
、
校
時
附

器
禁
謝
っ
た
リ
、
殺
守
口
り
し
て
い
る
と
禁
引
ま
す
n

す
的
減
量
怒
小
&
手
品
す
る
と

3で
誌

の

裏

手

七

十

万

内

川

Eあ
れ

「

引

け

寸

1

1

1

i

i

j

い

わ

略

支

比

止

ま

る

わ

て

き

若

手

。

A

議

v

f

、

建

設

警

草

案

苦

手

す

い

こ

と

に

な

り

ま

す

の

一

回

誌

と

メ

去

一

な

か

っ

だ

マ
水
道
管
が
ま
お
ー
に
な
っ
て
い
る
必
セ
ー
ル
ス
?
込
書
、
芸
高
了
、
年
事
総
を
や
り
直
す
ニ
と
が
貯
蓄
労
所
持
以
外
的
所
得
〈
選
者
f
l
i
t

ト
i
j
i
l
i
l
l
-
一
主
宰
雪
器
用
窓
し
て
い
た
が
鳴

と

こ

ろ

句

時

に

き

せ

る

こ

と

勺

山

き

る

r
会
主
悦
金
が
淡
っ
て
く
る
よ
い

F
ま
た
は
、
配
当
所
得
等
〉
ど
け
で
そ
〈
綾
城
県
沖
勉
緩
的
体
験
談
〉
火
の
ニ
止
は
忘
れ
て
い
た
e
あ
わ
て
て

w
v
水
議
官
が
北
側

ιあ
コ
た
り
、
民
あ
や
わ
か

L
い
と
か
、
た
め
ら
う
と
こ
ろ
刊
二
千
ヘ
そ
ん
な
手
が
あ
う
た
ん
肉
食
品
則
金
認
が
十
万
m
門
以
下
町
人
。
弗
常
滑
品
約
機
之
は
万
企
で
す
か
ね
卓
上
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ
を
長
い
に
滑
っ

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
て
ね
わ
を
し
な
い
で
、
伊
東
都
内
で
す
か
目
線
税
問
ず
い
ぶ
ん
と
緋

L
い
④
勤
労
所
得
と
そ
れ
以
外
的
所
得
的
対
都
市
絞
め
然
活
に
呉
札
制
っ
て
い
る
弘
た
。

こ
れ
ら
的
場
合
に
は
、
特
に
平
め
に
絞
に
相
川
似
す
る
な
り
し
て
t

A

明
妙
に
な
山
ん
ぞ
す
ね
い
↑
々
が
あ
る
人
で
、
効
労
統
的
内
的
一
一
分
の
わ
~
九
に
は
、
非
常
の
鍛
え
そ
の
も
の
が
@
問
形
跡
明
科
的
資
い
問
機
急
が
あ
っ
た
の

冬
じ
た
く
を
し
て
く
だ
さ
い
。
っ
て
考
え
て
み
る
ね

φ

-

ど
う
だ
吉
会
設
が
引
け
た
ら
一
一
体
…
め
全
日
制
と
そ
れ
以
外
的
所
得
的
台
前
一
小
÷
分
か
ち
知
れ
ま
せ
ん
e
こ
こ
令
、
で
か
ろ
ヲ
じ
て
貨
準
の
佼
絞
誌
で
懇
た

水
道
芸
襲
は
、
本
選
絞
主
主
命
契
約
し
た
ま
、
契
約
警
の
微
散
を
や
h
ん
か
α

震
い
と
ど
」
つ
や
し
金
績
が
十
万
円
以
下
の
人
a

童

話

室

主

誌

を

学

L
ま
で
も
、
去
の
ス
ト
ノ
ク
が
な
か
コ
た

宿
や
作
成
チ
子
i
ブ
、
ま
た
は
保
協
テ
ぷ
め
、
総
約
内
容
を
明
舷
い
い
し
て
お
く
あ

j

j

i

!

紋

授

は

パ

!

に

ぞ

機

く

輿

さ

ん

も

し

ょ

ぇ

め

で

あ

わ

て

た

句

引
い
い
い
刊
ハ
ハ
什

l
U

多
い
そ
つ
で
て
も
う
一
変
務
附
し
て
、
@
水
加
な
い
的
に
は
滋
っ
た
。
タ
ン
ク
@
ガ
ス
が
?
?
ツ
ブ
し
て
回
出
っ

k
i
台

清
治
終
的
新
庁
舎
が
完
成
し
も
来
る
正
し
い
年
末
謝
料
笈
を
し
て
く
が
~
さ
い
o

b

縁
仏
酬
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
機
紋
ひ
ん
紅
ち
を
間
部
い
山
臨
し
て
使
勺
た
a

ト
月
二
し
γ
九
日
に
域
↓
ふ
六
が
行
わ
札
ま
一
問
い
合
せ
は
、
悦
務
潟
、
ま
た
江
市
役
穆
か
ん
諮
く
ら
い
は
期
怒
L
て
い
た
が
マ
@
普
か
ら
あ
っ
た
と
執
が
役
に
立
つ
と

し

た

。

一

所

ま

で
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ぞ

れ

か

ら

、

年

内

口

仲

間

的

が

本

が

潟

な

い

の

で

凶

闘

っ

た

J

は
、
岡
山
哨
大
工
な
と
的
絞
切
れ
を

ニ
的
新
庁
舎
ゴ
一
階
的
滋
経
抑
制
令
市
遊
山
い
一
波
わ
コ
わ
九
時
台
に
も
、
ぶ
れ
い
子
に
変
更
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
弗
常
食
と
っ
て
お
い
た
的
で
、
そ
れ
で
火
を
前
府

吹
叫
刷
新
鋭
的
淡
均
等
お
令
袋
置
が
叫
紛
が
い
し
て
く
だ
忽
い
の
と
し
て
用
泣
し
て
い
た
が
、
本
は
山
仰
な

4
在

し

た
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刻
化
九
十
川
河
川
咋
計
十
日
立
撃
事
鞠
J

ー
フ
な
ど
で
お
お
い
、
そ
の
ト
ん
か
ら
と
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情
期
割
合
同
総

鋲
民
間
間
十
山
門

w
v
巾
協
に
必
要
な
害
時
州

山川開制和
r
h
ト
級
制
守
山
閃
月
一

g
後

ι

(
年
前
世
液
中
で
ひ
治
会
士
結
成
し
た

均
一
点
目
は
そ
の
結
成
口
口
〉
約
加
入
役
会

名
簿
U

m
w
制
川
和
五

1
附
的
年
度
内
予
察
許
お
よ

ぴ
市
中
将
部
計
両
得
。

ω区
域
間
同
d

前
で
品
、
今
年
緩
か
ら
1

我
孫
子
園
マ
申
絞
め
削
川
浪

州
市
自
治
会
縮
財
合
交
付
総
則
的
」
告
制
問
問
哨
和
五
ト
開
問
年
十
一
品
月
二
十
日

申
返
し
、
併
と
自
治
会
の
抑
制
一
社
協
力
関
マ
申
請
像
的
刷
出
付
お
よ
が
受
付

同
開
ふ
が
い
撚
巡
す
る
た
め
、
総
助
金
を
究
中
山
筏
公
室
刊
阻
害
調
州
出
伏
線
設
係

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
間
八
二
i
問
問
ι
ハ
関
九

つ
hmぐ
ま
し
て
は
、
次
め
と
お
り
同
期
出
な
お
、
ニ
の
制
度
丹
後
明
金
を
次

助
金
的
交
付
申
総
合
し
て
く
だ
さ
る
の
と
お
り
間
関
縫
い
た
し
ま
す
“

ょ
う
お
関
い
い
た
し
ま
す
。

V
B時
十
…
持
ス
十
八
日

V
愉
閑
散
叫
川
崎
汽
肉
体
市
内
的

8υ
貯
金
・
一
時
ご
し
γ
分
か
ち

町
会
・
径
な
ど
の
然
災
ぬ
ド
ム
削
組
鵠
匂
w
v
域
間
市
民
会
隊
大
会
議
室

自治会補助金

交付帯j鹿

スタート

散
怖
に
つ
き
年

淡
町
的
部
務
総
印
問
問
問
町
本
下
的
室
部
i
村
出
会
ペ
姿

l
成
吟

家
に
保
存
冬
れ
て
い
る
数
子
占
的
。
市
文
長
女
(
十
八
)
I維
業
。
次
女
{
十
側
、

書
中
に
、
明
治
七
年
の
李
総
大
区
主
将
政
男
(
十
一
つ
誌
へ

数料
Y

数
哀
し
と
…
綴
ふ
z
m
M
火
区
壱
小
町
出
紛
機
業
、
五
反
(
山
内
二
一
民
七
最
安
入
)
。

窮
民
明
繍
州
戦
告
が
あ
り
ま
す
。
火
隊
小
本
人
〈
三
小
六
、
M
m
来
押
印
。
父
(
六

区
と
は
明
日
間
梯
鎖
的
行
減
税
制
剤
で
、
第
十
八
~
漁
師
、
凝
り
鱒
災
ト
七
}

十
間
同
大
区
一
小
僚
は
、
現
在
の
殺
孫
子
よ
泌
銭
。
十
世
会
一
十
m
閥
)
山
知
り
作
倫

市
と
務
指
摘
前
川
い
い
は
中
一
該
当
し
牢
す
。
男
子
〈
L
g
v
よ
笠
一
打
一
小
使
。
針
浪
人
令

ぷ
つ
的
文
書
は
、
以
前
桝
去
の
川
附
で
沼
紛
終
、
七
帯
一
回
本
人
口
ぷ
十
問
)
j
i
j
制紳

介
し
た

n
問
岡
山
引
診
と
一
段
凶
?
に
涼
〈
か
り
作
、
小
身
紛
糾
H
P
小
師
時
萎
(
一
一
一
十
機
)

か
わ
る
出
川
惨
め
も
の
で
す
ω

明
治
七
年
、
!
純
惜
蜘
湘
υ

蹴
官
女
(
こ
，
計
三
人
。

文
明
際
化
め
な
か
で
.
綴
生
ま
も
な
い
ゆ
縁
、
一
献
(
内
十
叩
忠
世
府
民
入
)
。
本

千
葉
県
は
、
役
枇
以
来
の
~
堕
胎
絞
殺
人
一
五
十
)
l紛
れ
ソ
作
勺
事
〈
州
問
十
~

議
児
嬉
ノ
都
世
岡
崎
」
キ
布
陣
私
す
る
た
め
、
ふ
陥
暗
殺
e
w
R
努
(
十
六
〉
i
総
裁
目
次

絞
蹴
聞
や
生
児
へ
の
お
燦
・
教
科
持
技
劫
を
鶏
(
十
二
u

弟
〈
州
同
十
日
本
)
尉
臨
時

凶
由
。
込
ん
だ
「
W
M
間
五
識
別
し
を
終
的
震
計
五
人
砂

山
総
滋
と
し
て
制
定
し
冬
、
。
匁
鵬
、
綴
綾
地
一
↑
一
教
a

本
人
設
す
八
)

そ
の
最
初
的
事
殺
と
し
て
救
助
対
象
i
品
収
絞
持
、
静
抗
日
不
健
長
男
つ
…

同U
U
院の…
ρ数
や
人
口
世
刑
制
殺
し
ま
し
十
一
…
…
然
然
記
汗
禄
、
事
時
川
平
均
次

…a

そ
の
報
告
書
が
的
判
泌
的
文
市
首
で
す
。
朝
内
(
十
五
~
i
M
相
粂
キ
争
中
@
計
三
人
1

凶
附
が
、
新
生
児
や
協
力
で
晴
管
で
象
(
す
べ
て
相
判
市
域
内
的
事
例
)

品
問
叫
則
的
必
型
あ
り
と
終
的
た
業
特
徴
約
な
例
を
掲
げ
ま
し
た
が
‘
こ

鍛
十
間
関
大
際
金
体
め
…
戸
数
一
万
う
i
た
窮
史
家
幾
仁
山
間
金
が
あ
っ
た
場

あ
び
こ
を
探
る
。
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明
諮
初
め
の
持
々
の
底
辺

i
!
窮
誌
と
教
育
j
i

…
-
…
八
況
の
戸
中
五
六
八
一
円
〈
開
閉
パ
セ
台
、
吋
育
的
見
規
制
削
L
に
も
と
づ
い
て
県

ン
ト
)

d

一
小
絞
は
一
ー
じ
町
四
七
戸
中
十
ね
か
ら
出
産
手
岩
波
十
鋭
、
以
後
三
部
間

八
戸
(
ぷ
パ
ー
セ
ン
ト
)
℃
、
隊
内
会
毎
向
日
ぷ
十
五
銭
山
町
中
文
時
さ
れ
恋
し
た
一
日

一
一
円
数
め
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
質
問
と
推
定
こ
の
救
合
策
が
効
閉
ま
ゑ
ん
だ
め
か
、

し
て
い
た
出
削
的
手
訟
を
下
問
問
る
椅
換
と
柴
原
県
令
は
、
「
A
ザ
ヤ
人
日
苦
悩
山
側
ケ
ゑ

合
っ
て
い
ま
す
均
一
小
口
円
弱
て
黙
の
ゑ
総
ノ
純
一
一
ア
ツ
テ
ハ
綴
稔
公
桜
一
一
比

千
然
水
準
に
波
い
か
線
、
え
た
村
々
は
、
ス
レ
ハ
其
肘
押
朋
闘
榔
暗
殺
リ
少
シ
ト
ス
い
と

古
戸
、

g
湾
、
新
本
、
郡
部
付
紙
閥
、
明
治
九
年
秋
に
報
告
し
て
い
ま
す
φ

久
寺
脚
本
で
J

校
付
加
子
市
東
山
倒
的
地
触
に
務
な
お
、
、
都
村
ノ
中
人
波
有
テ
資
カ

ー
恨
の
肢
が
縫
い
こ
と
が
特
徴
的
で
寸
α

ユ
ル
一
関
ム
モ
ノ
い
か
ら
議
ぽ
札
た
、
熊
ヤ

第
し
を
州
州
大
阪
や
も
っ
と
も
質
問
削
が
は
な
出
回
大
阪
的
資
山
市
臨
眠
法
科
役
〔
地
域
絞
絞
殺
〕

は
い
に
し
か
勺
た
持
と
脚
削
減
怒
れ
る
丹
は
、
は
ち
お
位
制
山
岳
持
制
臨
め
総
数
地
主
井
上

当
時
的
山
間
出
枇
仙
棚
上
m
m
一
日
刊
(
現
白
井
前
〉
京
町
当
主
役
的
兵
衛
で
し
た
。

で
、
一
戸
数
二
λ
一
一
戸
内
、
っ
ち
一
ニ
十
パ
1
セ
今
回
開
取
上
げ
た
窮
尚
氏
絞
殺
除
、
科
揖

ン
ト
印
税
い
九
戸
が
釘
…
…
刊
で
L
た
a

山
内
総
略
的
布
均
一
期
批
判
刊
州
民
間
)
濁
m
却
で

こ
ニ
で
、
約
災
常
山
崎
的
実
的
を
吋
明
も
支
以
喝
さ
れ
、
は
ぽ
河
内
容
の
務
絞
災

細
叩
怖
い
m
w
終
決
か
ら
H

見
て
み
ま
し
ょ
っ
“
的
対
ね
が
、
数
多
く
残
祭
れ
て
い
ま
す
。

ぶ
段
、
一
反
六
執
所
持
4

本
人
(
一
切
十
台
年
期
盟
問
槻
揃
神
的
、
レ
に
吋
救
世
済
制
民
…

一
一
一
)
i
按
山
中
色
務

Hq
父
{
五
号
八
)
の
お
令
抱
A
M
殺
た
と
い
、
ヲ
取
市
山
川
問
問
波
め

1
4
掛
り
行
(
小
作
ヲ
)
白
川
ゆ
~
五
8
2
)

紋
様
い
際
民
生
活
と
か
わ
九
ぬ
議
実
が
、

i
祢
業
D

い
会
{
二
十
七
一
絞
り
作
も
削
内
均
時
的
災
孫
子
帥
域
的
底
辺
に
ち
緩
む

子
(
閲
)
。
品
川
主
人
“
〈
育
官
し
て
い
た
こ
と
が
縫
紛
で
き
る

路
線
、
、
滋
般
地
六
訟
の
本
人
一
罰
1
六
)
ど
添
い
ま
す
。
(
市
山
札
機
さ
ん
室
)
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